
地域の可能性を拓く、伴走支援地域の可能性を拓く、伴走支援

みなさまのお声を
お聞かせ下さい。
全部で12問です。

商工会やまなしへのアンケートに
ご協力下さい
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　小菅村、商工業者わずか 61 名の小さな村。
しかし、その組織率は 90%を超えます。
今回、大きな夢を抱く事業者たちと共に、小
規模な商工会が大規模展示会へ挑戦する取組
みを紹介します。



山梨県信用保証協会

ホームページの問い合わせメールフォームからもご相談いただけますので、ご利用ください。

フリーダイヤル 0120-970-260

中小企業・小規模事業者の皆さま　　　　　企業の挑戦をサポートします！

山梨を支える企業とともに

当協会では、経営の改善や事業の成長・発展などに取り組む事業者の皆さまへの
金融支援・経営支援を行っております。
詳しい内容は、当協会のホームページをご確認ください。

（本　　　店）　〒400-0035　甲府市飯田2-2-1
（富士吉田支店）　〒403-0004　富士吉田市下吉田2-31-14

臨時総会の様子

Ⅰ．商工会の実施する事業に対する支援策
①ＤＸ・デジタル化支援に対応した支援体制の確立
②販路開拓支援パッケージ事業の実施
③壮青年部連合会の設立及び商工会における壮青年部設立支援
④提案型支援事業の実施
⑤事業環境変化に即応した相談指導体制の強化
⑥経営発達支援計画の更新支援、伴走型補助金の活用推進
⑦事業継続力強化計画及びＢＣＰ支援の強化
⑧持続化補助金及びイノベーション補助金の申請・報告取りま
とめと事業実行支援

⑨青年部・女性部の活動強化
⑩事業承継支援事業の実施
⑪スタートアップ企業の創出

Ⅱ．商工会の組織・体制整備、機能の充実・強化に対する支援
①サーバー更新に伴う業務効率化に向けた検討
②会員組織率の向上
③役員の参加意識の向上への取組み
④スーパーバイザー制度によるＯＪＴの継続
⑤計画的な職員の人材育成
⑥リスクマネジメント・経営支援としての共済・保険制度の推進
⑦組織基盤の強化

Ⅲ．商工会・県連の基盤強化への取組み
①商工会財政の健全化（中・小規模商工会対象）
②人事評価制度の見直し・改善と運用準備
③職場環境整備に向けた取組み
④事業の選択と集中に向けた取組み
⑤支援体制の維持・強化（第２期中期計画）

　

３
月
27
日
、商
工
会
連
合
会
の
臨
時
総
会
を
開

催
し
、令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
、

計
７
議
案
を
承
認
決
定
し
ま
し
た
。

　

中
村
会
長
は
挨
拶
で
、「
今
年
度
、山
梨
県
に
よ

り
Ｄ
Ｘ
指
導
員
を
設
置
し
て
頂
き
、会
員
企
業
の

方
々
に
デ
ジ
タ
ル
化
、Ｄ
Ｘ
の
理
解
を
深
め
て
頂

き
な
が
ら
、Ｄ
Ｘ
等
へ
の
取
り
組
み
の
意
向
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
１
，２
０
０
企
業
を
超
え
る

回
答
を
頂
い
た
。来
年
度
は
、労
働
力
不
足
を
克

【令和６年度　重点項目】

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

〜〜
D
X
D
X
の
取
組
み
を
加
速
〜

の
取
組
み
を
加
速
〜

服
す
る
た
め
の
業
務
の
合
理
化
や
、新
た
な
市
場

の
開
拓
な
ど
の
課
題
に
対
し
、会
員
企
業
の
実
情

に
合
わ
せ
た
Ｄ
Ｘ
の
専
門
家
支
援
を
加
速
さ
せ

て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、来
賓
の
染
谷
光
一
県
産
業
労
働
部
長

よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、商
工
会
へ
の
感
謝
と
期

待
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、会
員
企
業
の
発
展
に
寄
与
す

る
商
工
会
組
織
を
目
指
し
て
、「
販
路
開
拓
支
援

臨時総会

パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
」に
よ
り
、農
商
工
連
携
マ
ッ

チ
ン
グ
フ
ェ
ア
に
出
展
実
績
の
あ
る
事
業
者
の

中
で
、意
欲
あ
る
事
業
者
を
中
心
に
、よ
り
商
談

成
約
率
を
高
め
た
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
会「
や
ま

な
し
ト
レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
新
た
に
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、壮
青
年
部
連
合
会
の
設
立
に
向
け
て
定

款
変
更
を
行
う
と
と
も
に
、商
工
会
に
お
け
る
壮

青
年
部
設
立
の
支
援
を
決
定
し
ま
し
た
。

中村県連会長

染谷県産業労働部長
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全国大会

「キッズタウン」で活動する女性部員（南アルプス市）

会計知識の重要性に関する講議

机上経営ゲームの様子

　

青
年
部
連
合
会
は
、
１
月
26
日（
金
）に
、

「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
本
研
修
は
、自
社
の
経
営
や
地
域
を

担
う
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
向

上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
」

を
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
選
定
し
、ゲ
ー
ム
形

式
で
机
上
の「
経
営
」
を
３
期
体
感
し
ま
し

た
。
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
経
営
に
必
要
な
要

素
を
体
感
し
、自
ら
手
書
き
で
決
算
書
を
作

成
す
る
こ
と
で
、各
意
思
決
定
が
数
字
と
し

て
ど
の
よ
う
に
決
算
に
影
響
す
る
の
か
を

体
感
し
ま
し
た
。
１
、２
期
目
の
決
算
に
お

青
年
部
次
世
代

青
年
部
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
開
催

リ
ー
ダ
ー
研
修
の
開
催

い
て
は
赤
字
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た

が
、決
算
結
果
を
踏
ま
え
た
前
期
の
振
り
返

り
に
よ
っ
て
戦
略
構
想
を
立
案
す
る
こ
と
で

３
期
目
に
は
黒
字
転
換
す
る
ケ
ー
ス
も
増

え
、経
営
者
と
し
て
の
計
数
観
念
や
戦
略
的

思
考
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
を
さ
ら
に
磨
き

上
げ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
青
年
部
員
か
ら
は「
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
。」「
ゲ
ー
ム
形
式
だ
っ
た
の
で

楽
し
ん
で
臨
む
こ
と
が
出
来
た
。」と
い
う
声

が
多
数
上
が
り
、充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
、次
世
代
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
定
着

を
さ
ら
に
推
し
進
め
、更
な
る
資
質
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
５
月
９
日
、総
会
に
於
い
て
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
こ
の
１
年
は
、23
商
工
会
女
性
部

の
繋
が
り
を
一
層
深
め
、
女
性
部
一
丸
と

な
っ
て
活
動
し
た
１
年
で
し
た
。

　

７
月
、
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
た
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
主
張
発
表
大
会
で
は
、42
名
で
団
扇

を
振
っ
て
市
川
三
郷
町
の
一
ノ
瀬
部
長
の
応

援
、
10
月
に
は
静
岡
で
の
全
国
大
会
に
、
総

勢
120
名
で
参
加
し
、全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
主
張
発
表
を
聞
き
、
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
年
振
り
に
通
常
開
催
と
な
っ
た

11
月
の
主
張
発
表
大
会
は
、関
東
大
会
や
全

国
大
会
で
学
ん
だ
成
果
を
活
か
し
た
素
晴
ら

し
い
発
表
が
行
わ
れ
た
と
伴
に
、120
名
の
参

加
者
が
一
体
と
な
り
、女
性
部
の
繋
が
り
を

よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
た
１

年
で
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
も
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、女
性
部
広
報
紙
で
の
女
性

部
活
動
報
告
も
、予
定
枠
を
増
や
し
各
女
性

部
の
活
動
の
様
子
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、楽
し
く
魅
力
あ
る
女
性
部

を
目
指
し
、活
動
し
て
参
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
女
性
部
活
動
を
振
り
返
っ
て
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亀山氏、鄭氏、壮青年部員との集合写真

小林久氏より、失敗を糧に未来
を切り開く経営を学びました

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
第
５
類
に
移
行
し
た
令

和
５
年
度
は
、山
梨
県
商
工
会
壮
青
年
部
が

「
静
」か
ら「
動
」に
移
行
し
た
一
年
で
し
た
。

ま
ず
、山
梨
県
商
工
会
壮
青
年
部
連
合
会
の

設
立
に
向
け
、行
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
５

月
に
開
催
し
た
通
常
総
会
に
、全
国
商
工
会

壮
青
年
部
連
合
会
前
会
長
亀
山
彰
氏
と
茨
城

県
商
工
会
壮
青
年
部
部
長
鄭
豊
之
氏
を
講
師

に
迎
え
、全
国
や
茨
城
県
で
の
壮
青
年
部
活

動
の
状
況
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
商
工
会
連
合
会
理
事
会
に
お
い

て
県
内
商
工
会
に
壮
青
年
部
を
設
立
し
て
い

た
だ
き
た
い
旨
を
要
望
し
了
解
を
得
て
、今

令
和
５
年
度
事
業
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
商
工
会
壮
青
年
部

全
国
健
康
保
険
協
会

山
梨
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
令
和
6
年
度
の
健
康
保
険
料
率
及
び
介

護
保
険
料
率
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度

の
山
梨
支
部
の

健
康
保
険
料
率

は
９
．
９
４
％
と

な
り
、
昨
年
度

よ
り
０
．
２
７

ポ
イ
ン
ト
引
き

上
げ
と
な
り
ま

し
た
が
、
全
国

平
均
保
険
料
率 

（
１
０
．
０
０
％
）

よ
り
低
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。

令和 6 年 2 月分まで（３月納付分）

1.82 ％

令和 6 年 3 月分から（４月納付分）

1.60 ％

令和 6 年 2 月分まで（3月納付分）

9.67 ％

令和 6 年 3 月分から（４月納付分）

9.94 ％

介護保険料率
<全国一律>

健康保険料率
<山梨支部（都道府県単位別）> 

個人企業経済調査のお知らせ
～６月１日現在で実施します～

国の基幹統計調査である個人企業経済調査が行われま
す。5 月下旬から民間事業者からの調査票が送付されま
す。調査票を受け取ったら、インターネットまたは郵
送でご回答をお願いします。e-Tax での
申告書データを活用できます。回答は
厳重に保護されますので、安心してく
ださい。国の重要な統計調査ですので
ご協力お願いします。

後
は
、役
員
や
部
員
が
県
内
の
商
工
会
へ
設

立
依
頼
等
の
説
明
に
伺
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

部
員
の
資
質
向
上
の
一
環
と
し
て
、県
青

連
・
県
女
連
と
合
同
で
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

に
関
す
る
税
務
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、経
済
講
演
会
と
し
て
ス
ー
パ
ー
や

ま
と
の
元
社
長
小
林
久
氏
を
講
師
に
迎
え
、

『
失
敗
か
ら
学
ぶ
経
営
学
～
地
域
土
着
ス
ー

パ
ー
「
や
ま
と
」
の
教
訓
』
と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
林
氏
か
ら
は
、事
業
承
継
し
た
経
緯
や

業
績
回
復
に
伴
う
社
会
貢
献
、信
用
不
安
を

経
て
倒
産
に
至
っ
た
経
過
と
自
己
破
産
か
ら

学
ん
だ
事
等
に
つ
い
て
、講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
倒
産
し
た
と
は
い
え
、会
社
経
営

は
価
値
が
あ
る
。壮
青
年
部
員
の
今
後
の
活

躍
を
願
っ
て
い
る
」と
の
こ
と
ば
が
印
象
的

で
し
た
。
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山梨県省エネ・再エネ設備導入加速化事業費補助金

　

山
梨
県
で
は
、省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
導

入
加
速
化
事
業
費
補
助
金
の
第
４
次
募
集
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
申
請
受
付
期
間
は
、
令

和
６
年
５
月
10
日（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
補
助
金
は
、
県
内
の
事
業
者
が

直
面
す
る
原
油
価
格
な
ど
の
高
騰
に
対
処

し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に

は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
に
か
か
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
中
小
企
業
者

や
農
林
漁
業
者
、福
祉
施
設
・
医
療
機
関
な

ど
で
す
。
補
助
率
や
補
助
金
限
度
額
は
、
対

山
梨
県
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
導
入
加
速
化
事
業
費
補
助
金

第
４
次
募
集
開
始
！

シルバー人材センターを活用してみませんか？
・運転業務（自家用車）・飲食店の調理補助
・販売やイベントのお手伝い・介護補助
・事務所内の受付、事務、清掃、軽作業 、ほか・事務所内の受付、事務、清掃、軽作業 、ほか

忙しいとき
だけでもどうぞ

職場の
人手が
ちょっと
足りない

短時間
OK

高齢者活躍人材確保育成事業

公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会 甲府市飯田三丁目３番28号 スカイハイツ１階
TEL（055）228-8383 FAX（055）228-8389
URL https: //www.y-sjc.jp/

お引き受けいたします。

★商工会員の皆さま★

シルバー人材センターを活用してみませんか？

象
者
や
導
入
す
る
設
備
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す（
補
助
上
限
額
は

600
万
円
で
、
通
常
補
助

率
2/3
以
内
で
す
が
、要
件
に
よ
り
最
補
助
率

3/4
以
内
で
す
）。詳
細
に
つ
い
て
は
、山
梨
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
申
請

要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で

の
問
い
合
わ
せ
は
、省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備

導
入
加
速
化
事
業
費
補
助
金
事
務
局
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

電
話
:
０
５
５
︱
２
４
２
︱
６
２
６
０

受
付
時
間
:
平
日
９
時
～
17
時
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【
採
用
】（
四
月
一
日
付
）

○
事
務
局
長

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会

加
賀
美
　
義
正

○
経
営
指
導
員都

留
市
商
工
会

東
谷
　
　
到

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会

石
井
　
僚
太

○
経
営
支
援
員南

ア
ル
プ
ス
市
商
工
会

田
口
　
健
太

北
杜
市
商
工
会

金
田
　
梨
花

甲
斐
市
商
工
会

立
川
　
美
保

笛
吹
市
商
工
会

山
本
　
静
江

市
川
三
郷
町
商
工
会

櫻
本
　
舜

富
士
川
町
商
工
会

橘
田
　
笑
香

昭
和
町
商
工
会

西
野
　
寛
乃

【
人
事
交
流
】（
四
月
一
日
付
）

（
括
弧
内
は
旧
所
属
）

○
経
営
指
導
員

　
大
月
市
　
　
　
　
平
山
光
一
郎
（
河
口
湖
）

　
南
ア
ル
プ
ス
市
　
谷
口
　
　
誓
（
南
部
町
）

　
北
杜
市
　
　
　
　
大
久
保
貴
章
（
連
合
会
）

　
北
杜
市
　
　
　
　
宮
川
　
昌
之
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

　
甲
斐
市
　
　
　
　
清
水
　
一
秀
（
北
杜
市
）

商
工
会
人
事
　

人
の
う
ご
き

　
上
野
原
市
　
　
　
渡
辺
　
一
也
（
市
川
三
郷
町
）

　

甲
州
市
　
　
　
　
植
松
　
克
年
（
北
杜
市
）

　
市
川
三
郷
町
　
　
桂
原
　
珠
美
　（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

　
南
部
町
　
　
　
　
田
中
　
建
二
（
甲
州
市
）

　
昭
和
町
　
　
　
　
渡
辺
　
　
昇
（
甲
斐
市
）

　
河
口
湖
　
　
　
　
高
橋
　
維
雄
（
上
野
原
市
）

　
河
口
湖
　
　
　
　
志
村
　
公
夫
　（
大
月
市
・
丹
波
山
村
商
工
会
共
同
設
置
）

　
　
小
菅
村
・
丹
波
山
村
商
工
会
共
同
設
置

鈴
木
　
浩
史
　（
大
月
市
・
小
菅
村
商
工
会
共
同
設
置
）

○
経
営
指
導
員
研
修
生

　
甲
斐
市
　
　
　
　
深
澤
か
え
で
（
連
合
会
）

○
経
営
支
援
員

　
山
梨
市
　
　
　
　
廣
瀬
　
博
子
（
笛
吹
市
）

　
韮
崎
市
　
　
　
　
松
土
　
弘
美
（
甲
斐
市
）

　
韮
崎
市
　
　
　
　
内
藤
　
瑠
美
（
昭
和
町
）

　
南
ア
ル
プ
ス
市
　
櫻
井
　
希
美
（
南
部
町
）

　
北
杜
市
　
　
　
　
浅
川
　
光
子
（
韮
崎
市
）

　
甲
斐
市
　
　
　
　
秋
山
　
富
代
（
北
杜
市
）

　
笛
吹
市
　
　
　
　
赤
池
　
由
美
（
富
士
川
町
）

　
上
野
原
市
　
　
　
天
野
　
知
子
（
小
菅
村
）

　
中
央
市
　
　
　
　
加
藤
　
浩
巳
（
山
梨
市
）

　
市
川
三
郷
町
　
　
雨
宮
　
千
秋
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

　
市
川
三
郷
町
　
　
土
橋
ひ
か
る
（
甲
斐
市
）

　
身
延
町
　
　
　
　
内
藤
智
絵
美
（
市
川
三
郷
町
）

　

南
部
町
　
　
　
　
武
田
　
　
円
（
市
川
三
郷
町
）

　

南
都
留
中
部
　
　
平
山
　
恵
美
（
河
口
湖
）

　
河
口
湖
　
　
　
　
奥
脇
　
沙
紀
（
上
野
原
市
）

　
小
菅
村
　
　
　
　
青
栁
　
裕
美
（
中
央
市
）

【
退
職
】（
三
月
三
十
一
日
付
）　

南
ア
ル
プ
ス
市
　
　
小
林
　
徳
男
（
事
務
局
長
）

笛
吹
市
　
　
　
　
　
梶
原
　
　
強
（
事
務
局
長
）

昭
和
町
　
　
　
　
　
加
賀
美
義
正
（
経
営
指
導
員
）

韮
崎
市
　
　
　
　
　
小
林
　
明
子
（
経
営
支
援
員
）

北
杜
市
　
　
　
　
　
藤
森
　
愉
美
（
経
営
支
援
員
）

市
川
三
郷
町
　
　
　
　
　
橘
田
　
和
恵
（
経
営
支
援
員
）

身
延
町
　
　
　
　
　
市
川
小
百
合
（
経
営
支
援
員
）

道
志
村
　
　
　
　
　
山
口
　
昌
子
（
経
営
支
援
員
）

南
都
留
中
部
　
　
　
髙
橋
な
つ
き
（
経
営
支
援
員
）

都
留
市
　
　
　
　
　
塩
澤
　
　
翔
（
経
営
指
導
員
）

(

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日
付)

南
ア
ル
プ
ス
市
　
　
　
戸
島
　
祥
子
（
経
営
支
援
員
）

(

令
和
五
年
九
月
三
十
日
付)
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No.130
　

小
菅
村
商
工
会
で
は
、
地
域
の
小
規
模

事
業
者
の
販
路
拡
大
を
後
押
し
す
る
た

め
、第
35
回
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
シ
ョ
ー
」（
令
和
6
年
2
月
6
日
～
8
日

開
催
）へ
の
出
展
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
の
あ
る
商

品
を
提
供
す
る
3
事
業
者
に
対
し
、
伴
走

型
で
の
出
展
支
援
を
実
施
。
出
展
前
に
は

専
門
家
を
派
遣
し
、バ
イ
ヤ
ー
層
に
合
わ
せ

た
出
展
品
目
の
選
定
、
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
、
ブ
ー
ス
装
飾
、
商
談
記
録
の
取
り

方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

500
社
以
上
が
出
展
し
３
万
３
千
名
以
上

が
来
場
し
た
展
示
会
で
は
商
工
会
職
員
が

3
日
間
同
行
し
て
商
談
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

事
業
者
に
寄
り
添
い
支
援
。
そ
の
結
果
62

件
の
商
談
を
通
じ
て
4
件
の
成
約
を
獲
得

し
、
現
在
も
10
社
程
度
と
商
談
が
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、出
展
者
は
他
の
ブ
ー

ス
を
視
察
す
る
こ
と
で
、出
展
者
同
士
で
の

商
談
、商
品
開
発
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
案

の
ア
イ
デ
ア
の
収
集
な
ど
、将
来
の
事
業
展

開
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
様
子
で
し
た
。

小
菅
村
商
工
会

アクサ生命保険株式会社　甲府支社
〒400-0858　甲府市相生2-2-17　甲府商工会議所会館3階
電話055-226-5075　FAX055-231-0746

　

事
業
者
か
ら
は
、「
は
じ
め
て
の
大
規
模

な
展
示
会
だ
っ
た
の
で
不
安
が
あ
っ
た
が
、

事
前
準
備
や
商
工
会
の
職
員
の
同
伴
が
心

強
く
販
路
開
拓
の
一
歩
と
な
っ
た
」「
思
い

切
っ
て
出
展
し
た
こ
と
で
、思
い
が
け
な
い

商
談
が
成
立
し
有
意
義
だ
っ
た
」と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
担
当
職
員
は
、「
予
想
以

上
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
バ
イ
ヤ
ー
が
多

く
、ま
だ
ま
だ
成
約
に
つ
な
が
る
余
地
が
あ

る
」と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

販
路
拡
大
と
成
長
の
新
た
な
扉
を
開
く

た
め
に
、
今
後
も
商
工
会
は
事
業
者
の
伴

走
者
と
な
り
支
援
を
続
け
て
ゆ
き
ま
す
。

創造力の結晶「新商品コンテスト」も開催

全国から新たな販路開拓を求め出展

専門家の指導による訴求力あるブース
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展
示
会
で
輝
け
！
地
域
の
力

小
規
模
事
業
者
支
援
で
開
か
れ
る
新
た
な
道



少人数で落ち着いた食事ができるカウンター

日本酒と相性バツグン！金目鯛の頭の煮付け

白いのれんが目を引く入口と小川さん

クククククククククククククククチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチコココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
しあわせ調査員しあわせ調査員のの

山梨市駅からわずか徒歩１分、「初代おとん」へよう

こそ。ここは小川翼さんが心を込めて営む、あたたか

な和食の隠れ家です。出汁の奥深い味わいで、みんな

の心にほっこりとした温もりを届けています。

　「味の7割は出汁で決まる」の持論をモットーに、毎

日一人で、でも一生懸命に美味しい料理を作っていま

す。メニューは壁一面にずらっと並ぶほど豊富。定番

メニューのおでんは勿論のこと、取材日に記者が注文

した３種のフライ定食はまさに絶品。外はサクサク、中

はふんわりの食感と味に取材帰りの車内でも話題にな

るほど大好評でした。

　このお店は山梨市駅の北口から道路を渡り小道を一

本入ったところにあります。隠れ家的な場所ながら交

通の便も良く誰もが気軽に立ち寄れるため、無尽にも

多く使われており、人数や予算に応じて気軽に利用す

ることができます。

　「どなたでも楽しめる和食を」という願いが詰まった

「初代おとん」では、日本酒と相性抜群な心のこもった

出汁の深い味わい、豊富なメニュー、そして何よりも

小川さんの温かいおもてなしが、訪れるすべての人に

住 所：〒405-0018
      山梨県山梨市上神内川1689
T E L：0553-39-9134
定休日：水曜日
URL：https://oton-1.com/

とって心地よい時間を約束します。和食が好きであれ

ば、ぜひ小川さんの作るほっこりとした美味しさを味

わってみてください。（調査員Ｆ＆Ｉ）

※仕入れの状況によりメニューが異なります。
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